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コ

ン

大

学

）

▽Paulus 

Wirutomo

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

大

学

）

▽Iwan 
Gardono 

Sudjatmiko

（
同
）
▽Yin 

Yue

（
上
海
財
経
大
学
）

 

（
嶋
根
克
己
）

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
の
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
研
究
成
果
を
広
く
公
表
す
る
た
め
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し

て
い
る
。
今
回
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ

ン
タ
ー（
い
ず
れ
も
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
）
の
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ

ー
（
研
究
代
表

原
田
博
夫

経
済
学
部
教
授
）
は
、
ア
ジ

ア
６
カ
国
か
ら
ゲ
ス
ト
を
招

い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
６

月
25
日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ

は
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
｜
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
踏
ま
え
て
｜
」（Social 

Well-being 
in 
Asia: 

Empirical 
Evidences 

a
n
d
 
T
h
e
o
r
e
t
i
c
a
l 

Perspectives

）。
議
論
は

す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
た
。

司
会
を
飯
沼
健
子
経
済
学
部

教
授
が
担
当
し
、
原
田
博
夫

研
究
代
表
の
開
会
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
各
国
の
報
告
が
行

わ
れ
た
。

　
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、

現
在
ア
ジ
ア
各

国
で
進
め
ら
れ

て
い
る
幸
福
感

を
問
う
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
め

ぐ
っ
て
行
わ
れ

た
。

ベ

ト

ナ

ム
、
韓
国
の
実

施
調
査
結
果
が

報
告
さ
れ
た
。

　
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
た
基
本
的

な
知
見
と
分
析

が
紹
介
さ
れ
、

続
い
て
今
後
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
予
定
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
中
国
の

研
究
者
が
、
幸
福

感
を
め
ぐ
る
実
証

研
究
の
意
義
や
、

幸
福
感
を
生
み
出

す
政
策
と
の
関
連

に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
研
究
報
告
を

行
っ
た
。
そ
の
後

出
席
者
全
員
が
参

加
し
て
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移

り
、
各
国
の
現
状

や
今
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
め
ぐ

っ
て
の
問
題
点
、

研
究
報
告
に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
す
る

な
ど
、
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
た
。

　
次
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
国
タ
イ
の
チ
ュ

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
代
表
の

Surichai 
Wun'gaeo

教

授

が
「
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
大
き
な
成
果
と
、
バ
ン
コ

ク
で
の
再
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
閉
会
あ
い
さ
つ

を
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締

め
く
く
っ
た
。

　
登
壇
し
た
各
国
の
講
師
は

次
の
通
り
（
日
本
人
研
究
者

の
所
属
は
す
べ
て
専
修
大

学
）。

　
▽
原
田
博
夫
▽
金
井
雅

之
▽
田
中
康
裕
▽Jaeyeol 

Yee

（
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
）

▽Hearan 
Koo

（

同

）

▽

Ee-Sun 
Kim

（

同

）

▽

Nghiem 
Thi 

Thuy

（
ベ
ト

ナ
ム
社
会
科
学
院
）
▽Dang 

Nguyen Anh

（
同
）
▽Emma 

Porio

（
ア
テ
ネ
オ
・
デ
・

マ
ニ
ラ
大
学
）
▽Surichai 

Wun'gaeo

（
チ
ュ
ラ
ロ
ン

ソーシャル・ウェルビーイング研究センター

アジア各国からの研究者集う

質
問
に
答
え
る
原
田
研
究
代
表

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
意
見
を
交
わ
す

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ

ン
タ
ー
（
研
究
代
表
・
小
林

守
商
学
部
教
授
）
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
周
辺
国
か
ら

見
た
東
南
ア
ジ
ア
経
済
発
展

の
実
態
と
課
題
」
が
７
月
23

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。

　
メ
コ
ン
地
域
５
カ
国
（
ベ

ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
）
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心

と
し
た
関
連
周
辺
地
域
の
市

場
分
析
を
テ
ー
マ
と
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
、
４
回
目
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
約
40
人
を

前
に
、
日
比
豪
の
研
究
者
３

氏
が
異
な
る
視
点
で
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
域
内
の
物
流
や
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

　
物
流
を
研
究
す
る
岩
尾
詠

一
郎
商
学
部
教
授
は
、
昨
年

度
ベ
ト
ナ
ム
で
実
施
し
た
日

系
企
業
な
ど
１
０
１
社
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
。

「
原
材
料
を
日
本
か
ら
仕
入

れ
、
完
成
し
た
製
品
を
日
本

で
販
売
す
る
加
工
貿
易
が
現

状
で
は
多
い
」
と
指
摘
し
た

ほ
か
、
現
地
調
査
し
た
ベ
ト

ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
物
流
事
情
を
語
っ
た
。

　
国
立
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
附

属
都
市
計
画
・
地
域
計
画
大

学
院
課
程
教
授
の
ジ
ュ
ン
・

Ｔ 

カ
ス
ト
ロ
氏
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
立
場
か

ら
、
域
内
で
の
貿
易
自
由
化

と
市
場
統
合
を
目
指
す
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ

Ｃ
）
の
展
望
を
解
説
。
陸
、

海
、
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
計
画
を
英
語
で
紹
介

し
、小
林
教
授
が
通
訳
し
た
。

　
一
方
、
豪
ジ
ェ
ー
ム
ズ
ク

ッ
ク
大
学
特
任
教
授
の
マ
シ

ュ
ー
・
ア
レ
ン
氏
は
経
済
成

長
に
主
軸
を
置
い
た
論
点
と

は
一
線
を
画
し
た
。
九
州
大

学
に
留
学
し
琉
球
大
学
で
研

究
員
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る

同
氏
は
、
文
化
人
類
学
や
社

会
学
が
専
門
。
ラ
オ
ス
で
鉱

山
開
発
を
行
う
豪
系
企
業
を

引
き
合
い
に
企
業
の
社
会
的

責
任
に
言
及
し
、「
外
国
に

進
出
す
る
企
業
に
は
、
現
地

の
文
化
を
尊
重
し
環
境
に
配

慮
す
る
責
任
が
あ
る
」
と
日

本
語
で
語
り
か
け
た
。

メ
コ
ン
地
域
の
発
展 

日
比
豪
の
視
点
で

アジア産業研究センター

地
図
を
示
し
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
現
状
を
説
明
す
る

カ
ス
ト
ロ
氏

最
新
の「
墓
誌
」研
究
を
発
表

古代東ユーラシア研究センター
　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
（
研
究
代
表

飯
尾
秀
幸
文
学
部
教
授
）

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
東

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
『
人

流
』
と
地
域
社
会
」
が
７
月

16
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
側

全
体
を
視
野
に
、
渡
来
者
や

渡
来
集
団
の
流
動
と
土
着
化

を
追
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
年

度
１
回
目
。
中
国
・
西
安
市

で
近
年
出
土
し
た
唐
代
の
墓

誌
を
中
心
テ
ー
マ
に
、
日
中

の
研
究
者
４
氏
が
講
演
、
最

新
の
研
究
成
果
に
２
０
０
人

を
超
え
る
参
加
者
が
聴
き
入

っ
た
。
通
訳
は
土
屋
昌
明
経

済
学
部
教
授
ら
が
務
め
た
。

　
故
人
の
氏
名
や
経
歴
、
功

績
を
石
な
ど
に
刻
み
墓
に
納

め
た
墓
誌
は
、
開
発
ラ
ッ
シ

ュ
の
中
国
で
出
土
が
相
次

ぐ
。
２
０
０
４
年
、
中
国
出

張
中
の
故
矢
野
建
一
学
長
が

西
安
市
の
西
北
大
学
で
遣
唐

使
「
井
真
成
」
の
墓
誌
を
偶

然
発
見
。
そ
の
後
、
西
北
大

学
と
は
共
同
で
研
究
を
重
ね

る
な
ど
、
本
学
と
の
関
わ
り

も
深
い
。

　
中
国
墓
誌
研
究
の
第
一
人

者
で
、
陝
西
師
範
大
学
（
西

安
市
）
元
教
授
の
胡
戟
氏

は
、
最
近
５
年
間
に
出
土
し

た
約
40
件
の
墓
誌
の
内
容
を

読
み
解
き
「
労
働
者
も
高
級

官
僚
も
階
層
に
か
か
わ
ら
ず

仁
義
や
忠
義
、
孝
行
を
人
生

の
富
と
考
え
て
い
た
。
墓
誌

は
当
時
の
人
々
の
精
神
世
界

を
教
え
て
く
れ
る
」
と
研
究

の
意
義
を
語
っ
た
。

　
陝
西
師
範
大
学
教
授
の
拝

根
興
氏
は
、
高こ

う

句く

麗り

か
ら
唐

に
流
入
し
た
移
民
の
墓
誌
を

紹
介
。「
戦
乱
で
捕
虜
と
な

っ
た
高
句
麗
人
も
、
孫
の
代

に
な
る
と
生
活
や
行
動
規
範

は
漢
人
と
相
違
な
く
な
る
。

唐
の
開
放
的
で
寛
容
な
政
策

は
東
ア
ジ
ア
各
国
に
波
及

し
、
双
方
向
的
・
多
方
向
的

な
文
化
の
伝で

ん

播ぱ

が
進
ん
だ
」

と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
北

京
大
学
教
授
の
栄
新
江
氏
は

長
安
に
住
ん
で
い
た
カ
ル
ル

ク
人
（
ト
ル
コ
系
の
遊
牧

民
）、ソ
グ
ド
人
（
中
央
ア
ジ

ア
出
身
の
ペ
ル
シ
ャ
人
）
の

墓
誌
か
ら
出
自
や
婚
姻
、
居

住
空
間
な
ど
と
い
っ
た
生
活

環
境
を
具
体
的
に
説
明
。
併

せ
て
西
域
の
異
民
族
同
士
の

交
流
も
解
説
し
た
。

　
明
治
大
学
な
ど
で
非
常
勤

講
師
を
務
め
る
河
内
春
人
氏

は
、
日
本
の
豪
族
の
朝
鮮
半

島
へ
の
流
入
に
つ
い
て
講

演
。
６
世
紀
半
ば
に
は
そ
の

子
孫
が
百く

済だ
ら

で
日
系
官
僚
と

し
て
活
躍
す
る
な
ど
、
多
様

な
交
流
の
実
態
を
語
っ
た
。

　
討
論
で
は
隋
・
唐
時
代
に

は
望
め
ば
庶
民
で
も
墓
誌
を

作
れ
た
こ
と
や
、
盗
掘
が
多

く
出
土
品
の
保
護
が
急
が
れ

る
現
状
を
胡
氏
ら
が
訴
え

た
。

２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

が
熱
心
に
聴
講
し
た

墓誌研究の意義を語った胡氏

流
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

挑
戦

 

田
口
冬
樹
著

　
流
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

視
点
か
ら
、
主
要
な
流
通
ビ

ジ
ネ
ス
の
発
展
を
解
明
し
て

い
る
。
今
日
、
流
通
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
ウ
ォ
ル

マ
ー
ト
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
、
ア
マ
ゾ
ン
の
成
長
の
源

泉
を
論
証
。
さ
ら
に
小
売
業

態
、
物
流
、
ブ
ラ
ン
ド
と
Ｏ

Ｅ
Ｍ
・
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｐ
Ｂ
商

品
、
小
売
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
に
焦
点
を
当
て
、
流

通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関

係
を
考
察
し
て
い
る
。

　
本
書
で
は
流
通
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
、
日
常
生
活
を
よ

り
便
利
に
す
る
レ
ベ
ル
か
ら

大
き
な
社
会
変
革
ま
で
幅
の

あ
る
捉
え
方
を
し
て
お
り
、

新
た
な
顧
客
価
値
を
創
造
し

提
供
す
る
た
め
の
取
り
組
み

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
今

後
、
我
々
の
生
活
や
ビ
ジ
ネ

ス
の
発
展
に
、
ま
す
ま
す
流

通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可

欠
に
な
る
こ
と
も
強
調
し

た
。
流
通
を
よ
り
深
く
研
究

し
た
い
人
、
買
い
物
や
流
通

業
界
の
新
し
い
動
向
に
関
心

の
あ
る
人
に
も
お
薦
め
の
一

書
。（
白
桃
書
房
・
３
０
０

０
円
＋
税
）

　
著
者
（
た
ぐ
ち
・
ふ
ゆ

き
）

経
営
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
入
門
、
流
通
論
。

新
興
市
場
ビ
ジ
ネ
ス
入
門

国
際
経
営
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 

今
井
雅
和
著

　
20
世
紀
は
あ
ら
ゆ
る
面
で

米
欧
先
進
国
が
主
役
だ
っ

た
。
し
か
し
、
世
紀
の
変
わ

り
目
を
は
さ
ん
で
主
要
新
興

国
が
世
界
の
政
治
、
経
済
に

影
響
力
を
行
使
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
い
ち
早
く

新
興
市
場
の
重
要
性
が
明
ら

か
に
な
り
、
新
興
多
国
籍
企

業
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
分

野
で
あ
る
。
新
興
市
場
の
登

場
に
よ
っ
て
、
国
際
経
営
の

現
場
と
研
究
の
両
面
に
お
い

て
、
そ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
常
識
が
転
換
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

　
国
際
経
営
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
新
興
市
場
ビ
ジ

ネ
ス
を
学
ぶ
こ
と
で
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
進
化
す
る
世
界

を
実
感
し
て
ほ
し
い
。
大
企

業
と
異
な
り
、
制
約
の
多
い

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
や
個

人
が
持
て
る
力
を
発
揮
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に

通
じ
る
議
論
満
載
で
あ
る
。

（
中
央
経
済
社
・
本
体
２
３

０
０
円
＋
税
）

　
著
者（
い
ま
い
・
ま
さ
か

ず
）

経
営
学
部
教
授
。主
な

担
当
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
概

論
、新
興
市
場
ビ
ジ
ネ
ス
論
。


